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互助会研修旅行（いわき方面） 

 

会 報

 

第 10 号 

あ 

い 

さ 

つ 理
事
長 

長
谷
川 

健
夫 

「朝焼けの磐梯山」 会員 栗林省治さん（高田）撮影 

本
年
は
暖
冬
で
あ
り
積
雪
の
少
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

さ
て
、
近
年
少
子
高
齢
社
会
の
進
行
と
と
も
に
、
人
口
が
減
少
し
、
こ
れ

ら
の
影
響
が
地
域
社
会
や
経
済
活
動
に
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の

傾
向
は
ま
す
ま
す
進
み
、
そ
の
影
響
に
よ
る
変
化
が
経
済
活
動
や
地
域
社
会

を
は
じ
め
社
会
全
体
に
顕
著
に
現
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
も
と
、
自
分
た
ち
の
力
で
育
み
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、

助
け
合
い
な
が
ら
仲
良
く
就
業
す
る
。
こ
の
協
調
性
あ
ふ
れ
る
精
神
を
も
っ

て
就
業
す
る
こ
と
が
極
め
て
大
切
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
胸
を
張
っ

て
仲
良
く
仕
事
を
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
で
は
、
二0

二
四
年
ま

で
に
全
国
の
会
員
を
百
万
人
に
す
る
計
画
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ

ー
の
会
員
は
昨
年
度
末
で
二
三
一
名
で
し
た
の
で
全
シ
協
が
示
し
た
計
算
方

法
に
よ
る
と
三0

三
名
を
目
標
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
数
字
は
大
変
で
す
が
、
友
人
な
ど
一
人
で
も
多
く
誘
っ
て
い
た
だ
き
、

会
員
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
為
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
、
本
年
は
亥
年
で
あ
り
、
動
物
の
「
猪
」
の
肉
は
万
病
さ
え
も
防

ぐ
、
予
防
す
る
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
亥
年
に
は
、「
無
病
息
災
」
の
意

味
も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
年
も
会
員
の
皆
様
の
健
康
で
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。 
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10/29 安全委員会 安全パトロール 

10/16 シルバーの日(本郷地区) 

11/21 互助会芋煮会 12/11 しめ縄つくり講習会 

10/16 シルバーの日(高田地区) 

10/16 シルバーの日(新鶴地区) 

11/16 松の雪吊り講習会(高田庁舎) 9/14 町予算確保要望 

1/25 互助会新年会 2/25 果樹剪定講習会 

2018 年 

（後半） 

活動状況 
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◆ 応募資格 福島県内シルバー人材センター役職員及び会員 

◆ 応募基準 未発表の作品で作品内容に合致した作品であること 

他者のものではなく、自作の作品であること 

センターが応募に値すると判断される作品であることとする。 

◆ 募集要件 採用された作品は一部修正して使用する場合があること。 

採用された作品に係る著作権その他のすべての権利は県連合会に帰属すること。 

◆ 応募方法（様式は自由とする。） 

応募者の所属するセンターへ応募し、センターが取りまとめの上、連合会へ応募するものとする。 

個人情報取扱の関係上、FAX 応募は不可。応募用紙は事務局まで。 

◆ 応募締切日  平成 31 年 4 月 22 日（月） 

◆ 安全標語の決定及び 表彰 

連合会は応募作品の中から「安全・適正就業対策推進委員会」において審査の上、表彰作品を決定することと

し、決定後応募センターへ通知することとする。 

表彰内容は「安全標語優秀賞」（１作品）及び「安全標語佳作賞」（３作品）とし、「平成３１年度安全・適

正就業推進大会」において表彰することとする。 

◆ 安全標語の取扱い 

最優秀作品をもって連合会安全標語とし、各種行事等について平成３１年度以降継続して使用することとする。 
 

◆応募資格 福島県内シルバー人材センター役職員及び会員 

◆応募基準 未発表の作品で作品内容に合致した作品であること 

          他者のものではなく、自作の作品であること 

          センターが応募に値すると判断される作品であること 

◆応募要件 採用された作品は一部修正して使用する場合があること 

          採用された作品に係る著作権その他のすべての権利は県連合会に帰属すること 

◆応募方法（様式は自由とする） 

 応募者の所属するセンターへ応募し、センターが取りまとめの上、連合会へ応募するものとする。 

 個人情報取扱の関係上、FAX応募は不可、応募用紙は事務局まで 

◆応募締切日  平成 31年 4月 22日（月） 

◆安全標語の決定及び表彰 

 連合会は応募作品の中から「安全・適正就業対策推進委員会」において審査の上、表彰作品を決定することと

し、決定後応募センターへ通知することとする 

表彰内容は「安全標語優秀賞」(１作品)及び「安全標語佳作賞」(3作品)とし、「平成31年度安全・適正就業

推進大会」において表彰することとする 

◆安全標語の取扱い 

 最優秀作品をもって連合会安全標語とし、各種行事等について平成 31年度以降継続して使用することとする 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 だ よ り 

定時総会の出席を！ 

シルバー人材センターの運営・企

画・方針など、重要なことは会員全

体による定時総会、あるいは理事会

で決定され、会員の総意によって運

営されることが基本です。 

 総会は、会員の皆さんの出席によ

って開催される重要な会議で、年間

の事業計画や各種報告を行ってい

ます。時期になりますと日程などを

書面で案内・通知しますので、是非

ご出席ください。また、案内通知へ

の出欠報告（委任状含）は必ず正確

に記入押印し返信をお願いします。 

*シルバー人材センター就業時の基本確認* 

・会員さんは「個人事業主」です。シルバー人材センターの“顔”として

挨拶や節度ある態度で臨み責任ある仕事をしましょう。 

・「安全はすべてに優先する」就業前には軽い運動、安全点検をし、 

無理な姿勢等での作業はせず会員同士声を掛けあいましょう。 

・作業現場に自分で直接行く、仕事に必要な道具は会員自身が 

自分で用意する、自分の飲料水等は自分で用意するが原則です。 

・シルバー人材センターの基本就業時間は 2 時間以上です。発注者から依

頼のあった仕事以外は受けないようお願いします。それでも依頼してく

る場合や受けたい時は、発注者様よりシルバー事務局へ必ず連絡の上、

就業するようお願いいたします。請負/委任では運転業務は受けておりま

せんので、就業中に運転を依頼されても絶対に受けないでください。 

・就業先で出た就業に伴ったゴミ等の処理は発注者様にお願いしましょう。

就業先のゴミステーションに絶対に捨てないでください。 

・草刈作業は、電線や配線をあらかじめ確認し作業を行いましょう。 

平成 30年度までは「 安全は 人にたよるな まかせるな 」でした！ 
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発行所  公益社団法人 会津美里町シルバー人材センター 

〒969-6215 福島県大沼郡会津美里町下堀字中川 360 番地 4   

URL：http://aizumisato.fukushimaren.net/ 

ＴＥＬ（0242）55-1031 ＦＡＸ（0242）55-1032       編集 普及啓発委員会 
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田
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田
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浅

野

 

玲

子

（

高

田
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鈴

木

 

智

子
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本

郷
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佐
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敬

二

（

新

鶴

） 

山

浦

 

芳

明

（

高

田

） 

石

橋

 

史

敏

（

本

郷

） 

宗

像

 

達

也

（

本

郷

） 

坂

内

久

美

子

（

高

田

） 

   

（ 

敬
称
略 

） 

 
 

春
と
い
う
名
の
季
節
が
や
っ
と
聞

こ
え
る
様
な
時
期
に
な
っ
て
参
り
ま

し
た
。 

 

今
回
第
十
号
の
会
報
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
読
ん
で
下
さ
れ
ば

幸
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
で
こ
ん
な
事
を
載
せ

て
ほ
し
い
と
か
、
会
員
同
士
が
楽
し

め
る
交
流
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら

会
報
で
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お

声
掛
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
一
年
ま
た
頑
張
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

普
及
啓
発
委
員
会 

 

上
野 

寅
蔵 

 

馬
場
二
三
子 

 

浅
川 

直
宣 

 

長
嶺 

正
義 

 

大
竹 

千
代 

新 

入 

会 

員 

紹 

介 

会
津
美
里
町
が
行
う
集
団
健
診
な
ど
の
結
果
を
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

会
員
が
就
業
す
る
時
、
事
務
局
は
会
員
の 

健
康
状
態
を
把
握
す
る
義
務
が
要
求
さ
れ
ま
す
。 

●
診
断
書
の
有
効
期
間
：
毎
年
四
月
～
翌
年
三
月
ま
で
の

一
年 

●
提
出
期
限
：
該
当
す
る
期
間
の
受
診
後
即
日
（
年
一
回

の
提
出
） 

  
 

編 

集 

後 

記 

会 

員 

の 

み 

な 

さ 

ま 

へ 

（
平
成
三
十
年
九
月
～
平
成
三
十
一
年
三
月
） 

「
健
康
診
断
書(

写
し)

」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す 

⚫
 

作
業
日
報
の
提
出
期
限
は
、
原
則
翌
月
三
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
遅
れ
る
と
翌
月
分
の
扱
い
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
般
の
単
発
就
業
の
場
合
は
就
業
後
速
や
か
に
事

務
局
に
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

⚫
 

作
業
日
報
は
、
配
分
金
の
計
算
、
就
業
先
へ
の
請
求
の
基
礎

と
な
り
ま
す
の
で
発
注
者
の
確
認
印
、
そ
し
て
会
員
さ
ん
ご
自

身
の
確
認
印
の
押
印
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

⚫
 

作
業
日
報
や
配
分
金
明
細
書
は
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の 

為
、
原
則
ご
本
人
の
収
受
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

⚫
 

就
業
中
（
通
勤
途
上
含
む
）
に
傷
害
を
被
っ
た
場
合
、
保
険

の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
就
業
形
態
に
よ
り
保
険
が
か
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
持
病
や

過
失
に
よ
る
も
の
は
適
用
外
と
な
り
ま
す
） 

⚫
 

派
遣
会
員
は
就
業
先
で
の
指
揮
命
令
に
は
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

⚫
 

就
業
先
で
の
悩
み
事
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 

*会員の皆様* 
住所や電話番号等に変更があ
った方は速やかに事務局まで
お知らせください。 

携帯電話のカメラで読み取ると

ホームページを見ることができ

ます。 

http://aizumisato.fukushimaren.net/
http://aizumisato.fukushimaren.net/

